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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月4日(2012.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インスリン分泌促進剤と、血清アルブミンに結合したドメイン抗体とを含むプロテアー
ゼ耐性単離ペプチドであって、該ドメイン抗体が配列番号２２に記載のアミノ酸配列を有
する、プロテアーゼ耐性単離ペプチド。
【請求項２】
　インスリン分泌促進剤が、ＧＬＰ－１またはその誘導体である、請求項１に記載の単離
ペプチド。
【請求項３】
　単離ペプチドが更にリンカーを含み、好ましくは該リンカーが螺旋状リンカーおよびＰ



(2) JP 2012-510803 A5 2013.1.31

ＳＳから選択されるものである、請求項１または２に記載の単離ペプチド。
【請求項４】
　配列番号１１～２１のいずれかに記載のアミノ酸配列を有する、プロテアーゼ耐性単離
ペプチド。
【請求項５】
　配列番号２２に記載のアミノ酸配列を有するドメイン抗体を含む、プロテアーゼ耐性単
離ペプチド。
【請求項６】
　（ｉ）約１０μｇ／ｍｌ～約３ｍｇ／ｍｌのプロテアーゼ、（ｉｉ）約２０℃～約４０
℃、および（ｉｉｉ）少なくとも約３０分間の条件下（例えば、１００μｇ／ｍｌのプロ
テアーゼ、３７℃で少なくとも１時間の条件下）で、プロテアーゼとともにインキュベー
トする場合に、トリプシンおよびキモトリプシンから選択される一以上のプロテアーゼに
対して耐性である、請求項１～５のいずれか一項に記載の単離ペプチド。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載のペプチドを含む、治療用組成物。
【請求項８】
　糖尿病、糖尿病関連障害、または肥満を治療および／または予防するための、請求項７
に記載の治療用組成物。
【請求項９】
　経口、舌下、直腸、または非経口により投与される、好ましくは皮下、筋肉内、または
静脈内注射により投与される、請求項７または８に記載の治療用組成物。
【請求項１０】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の単離ペプチドをコードする、単離または組換え核
酸分子。
【請求項１１】
　配列番号２３に記載の核酸配列を含む、単離または組換え核酸分子。
【請求項１２】
　請求項１０または１１に記載の単離核酸分子を含む、ベクター。
【請求項１３】
　請求項１０または１１に記載の単離核酸分子または請求項１２に記載のベクターを含む
、宿主細胞。
【請求項１４】
　宿主細胞がピキア種である、請求項１３に記載の宿主細胞。
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